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▲館内シアターのモニターから出火した想定の訓練
　備付けの防火機器を素早く取り出す訓練等しました

1月の業務日誌から

▲屋根棟部分の傷んだホテ（茅束で造った棟飾り）など
の取替作業の様子　茅は遠く阿蘇から調達しました

博物館休館日カレンダー
2022年 3月

休館日※情報はR4.2.16現在
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◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

3
月
の
歴
史
講
座

開
催
中
止
等
決
定
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　
博
物
館
や
文
化
係
が
所
管
・支
援
す

る
文
化
事
業
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
応
に
伴
い
、開
催

の
中
止
等
が
決
定
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
発

生
し
て
い
ま
す
。２
月
16
日（
水
）現
在
に

お
け
る
該
当
事
業
は
左
記
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
の
で
ご
参
考
下
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
ほ
か
に
対
応
が
確
定
し
た

も
の
が
発
生
し
た
場
合
、町
や
当
館
の
広

報
紙
・
Ｈ
Ｐ
等
で
順
次
お
知
ら
せ
す
る

よ
う
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
詳
細
に
つ
い
て
不
明
の
点
等
あ
り

ま
し
た
ら
博
物
館（
☎
3
3
ー
4
6
6
6
）

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

①
文
化
芸
能
フ
ェ
ア（
文
化
協
会
事
業
）

　
３
月
５
・６
日（
土
・日
）開
催
予
定
を
中
止

②
歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー
ク（
友
の
会
共
催
事
業
）

　
３
月
13
日（
日
）開
催
予
定
を
中
止

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

3
月
5
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

3
月
12
日（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

3
月
19
日（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

3
月
26
日（
土
）
10
時
〜

※

都
合
に
よ
り
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
応
を
含
む
）
日
程
等
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　1月11日（火）、犀川帆柱にある永沼家住宅
（重要文化財）修理の竣工検査を行いました。
同住宅は屋根の棟部分を中心にホテと呼ばれ
る棟飾り等部材の傷みが進んだため、その回
復のための工事を行っていました。

　1月26日（水）、この日が文化財防火デーで
あることに因み、博物館で館内防火訓練を行
いました。訓練では出火を想定した模擬消火
訓練や避難誘導と共に、普段はあまり意識し
ない防火設備を改めて点検確認しました。

　
京
都
平
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
名

物
行
事
「
み
や
こ
町
三
重
塔
ま
つ
り
」
。

残
念
な
が
ら
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念

す
る
文
化
行
事
「
少
年
少
女
俳
句
大

会
」
は
、
表
彰
式
を
行
わ
な
い
形
で
昨

年
同
様
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
小
中
学
校
か
ら
応
募
を
い

た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
成
果
を
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
応
募
総
数
：
八
〇
九
〇
句

（
参
加
児
童
生
徒
総
数
：
三
六
七
六
人
）

・
内
訳　
小
学
校
：
四
八
四
五
句

　
　
　
　
中
学
校
：
三
二
四
五
句

（
う
ち
入
賞
・
入
選
句
：
二
三
二
句
）

　
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
学
校
・
保
護
者
や
協

力
機
関
等
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
大
会
の
結
果
で
す
が
、
例
年

ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
豊
津
俳
句
会

（
岩
井
小
夜
子
代
表
）
の
皆
さ
ん
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
以
下
の
作
品
が
最
優

秀
・
特
選
句
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
小
学
校
の
部

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

　
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ぼ
く
の
指
先
け
っ
て
空

　
　
犀
川
小
三
年　
進　
志
斗

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

　
書
き
初
め
の
緊
張
感
に
に
じ
む
墨

　
　
苅
田
小
六
年　
杉
下　
真
麻

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

　
石
橋
の
お
く
に
も
み
じ
と
赤
い
と
う

　
　
行
橋
小
三
年　
朝
比
奈　
大
和

●
中
学
校
の
部

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

　
渡
り
蝶
等
覚
寺
に
来
た
大
使
か
な

　
　
行
橋
中
一
年　
加
來　
桜

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

　
振
り
向
け
ば
紅
葉
か
つ
散
る
通
学
路

　
　
泉
中　
一
年　
木
下　
雛
子

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

　
日
が
さ
し
て
緋
色
に
光
る
林
檎
か
な

　
　
今
元
中
二
年　
大
丸　
舞
歌

　
以
上
の
句
を
は
じ
め
入
賞
選
句
（
教

育
委
員
会
賞
・
秀
逸
計
49
句
）
は
短
冊

様
の
木
札
に
記
し
、
豊
前
国
分
寺
跡
公

園
の
梅
の
枝
等
に
下
げ
て
い
ま
す
の
で
、

梅
見
を
兼
ね
て
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

令
和
３
年
度 

第
36
回
作
品
公
募―

大
会
概
要
と
今
期
入
賞
作
品
の
紹
介―

み
や
こ
町 

少
年
少
女
俳
句
大
会
の
結
果
に
つ
い
て▲特選句を記す木札（右から上記掲載順に該当句の札）

　木札は選者・岩井小夜子先生に染筆いただきました

ほ
う  

り
　
う

と   

か
く  

じ

さ
ん 

し
　
ろ
う

こ  

み
や
と
よ 

た
か
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

み
や
こ
の
猫
も
の
が
た
り
③145

「
猫
」の
足
跡
か
ら
探
る
み
や
こ
の
歴
史

ー 

そ
の
3 

ー
彼
が
収
集
し
た
夏
目
漱
石
の
関
連
資

料
は
国
内
外
の
漱
石
研
究
者
に
と
っ

て
「
第
一
級
の
資
料
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
連
の
資
料

を
小
宮
豊
隆
の
ご
遺
族
か
ら
故
郷
の

み
や
こ
町
へ
寄
贈
い
た
だ
き
、
平
成

28
年
に
は
み
や
こ
町
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
８
０
点
か
ら

構
成
さ
れ
る
資
料
の
中
に
は
旧
千
円

札
の
肖
像
画
や
教
科
書
等
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
最
も
有
名
な
漱
石
の
写
真

（
左
上
）
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
当
館

を
代
表
す
る
こ
れ

ら
の
資
料
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究

を
目
的
と
し
て
遠

方
か
ら
足
を
運
ぶ

研
究
者
や
来
館
者

を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
は
、

博
物
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
夏
目
漱
石
関
連
資
料
の
中

か
ら
、
日
本
文
学
史
上
「
猫
」
を
題

材
に
し
た
最
も
有
名
な
作
品
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
る
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

関
連
資
料
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

夏
目
漱
石
と
「
猫
」

　

夏
目
漱
石
と
主
人
公
「
猫
」
の
出

会
い
に
つ
い
て
は
回
想
を
含
め
た
記

録
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
37
年
（
１
９
０
４
）、
一
匹
の

黒
猫
（
暗
灰
色
ベ
ー
ス
に
黒
斑
の
毛

色
を
持
つ
キ
ジ
猫
と
い
う
説
も
あ
る
）

が
夏
目
家
に
迷
い
込
み
、
台
所
に
住

み
着
き
ま
し
た
。
漱
石
の
妻
、
鏡
子

夫
人
は
何
度
も
「
猫
」
を
追
い
か
け

外
に
連
れ
出
し
ま
し
た
が
す
ぐ
に

戻
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
見
た
漱
石

が
言
っ
た
「
こ
こ
に

い
た
い
の
な
ら
置
い

て
や
れ
」
と
い
う
一

言
に
よ
り
「
猫
」
は

夏
目
家
の
一
員
と
し

て
迎
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
猫
」
は
寝
て

い
る
漱
石
の
腹
や
背
中
に
乗
っ
て
寝

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
漱
石
は
こ

の
時
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
に
悪
化
し
た

「
心
の
病
」
を
患
っ
て
お
り
、
家
族
で

も
近
寄
り
が
た
い
状
況
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
猫
の
ふ
る
ま
い
に
対
し

て
も
、
怒
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
屈
託
の

な
い
猫
の
姿
に
心
が
癒
さ
れ
、
結
果

的
に
「
心
の
病
」
の
克
服
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
飼
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
た

鏡
子
夫
人
も
、「
全
身
黒
い
猫
は
福
猫
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
、

猫
の
食
事
内
容
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、
と
て
も
可
愛
が
っ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

長
編
小
説
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

　

こ
の
よ
う
な
中
、
漱
石
は
、
高
浜

虚
子
の
勧
め
で
俳
句
雑
誌
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
に
作
品
を
掲
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
明
治
38
年（
１
９
０
５
）

１
月
、
漱
石
は
こ
の
猫
を
題
材
に
し

た
長
編
小
説
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

を
執
筆
し
、
本
格
的
な
作
家
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま
す
。
猫
の
視
点
か
ら
み

た
人
間
模
様
を
描
き
出
し
た
作
品
は

空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
り
ま
す
。

10
月
に
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
も
わ
ず
か
20
日
で
完
売
す
る
な

ど
、
当
時
、
世
間
の
人
々
の
注
目
は

こ
の
一
匹
の
猫
に
集
中
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
漱
石
は
、

大
学
の
講
義
な
ど
多
忙
を
極
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
も
、
６
日
間
で
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
３
５
枚
を
一
気
に
書
き
上

げ
る
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で

執
筆
作
業
を
進
め
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
業
的
な
速

筆
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
漱
石

の
作
家
能
力
の
高
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
漱
石
な
り
の
「
猫
」
へ
の
愛
情

表
現
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
新
聞
に
は
漱
石
の
顔
を
し

た
猫
の
風
刺
画
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

漱
石
は
犀
川
村
（
現
み
や
こ
町
犀
川
）

に
帰
郷
し
て
い
た
小
宮
豊
隆
に
宛
て

た
手
紙
の
冒
頭
に
、
こ
の
風
刺
画
を

自
身
で
模
写
し
た
「
イ
ラ
ス
ト
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
紙
幣
や
教
科
書

に
登
場
す
る
有
名
な
人
物
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

漱
石
に
「
病
の
治
癒
」
と
「
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
小
説
」
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
こ
の
黒
猫
は
、
夏
目
家
に

と
っ
て
文
字
ど
お
り
の「
福
猫
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
小
説
の
冒

頭
に
「
名
前
は
ま
だ
無
い
」
と

あ
る
よ
う
に
、
最
期
ま
で
名
前

が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
井
上
信
隆
）

「
小
宮
豊
隆
資
料
」
に
つ
い
て

　
み
や
こ
町
犀
川
続
命
院
に
あ
る
平

成
筑
豊
鉄
道
の
「
東
犀
川
三
四
郎
駅
」

は
来
年
３
月
で
開
業
30
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
駅
名
は
、
日
本
を
代
表

す
る
文
豪
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三

四
郎
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
「
小
宮

豊
隆
」
が
こ
の
駅
近
く
の
久
富
出
身

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

夏
目
漱
石
に
は
数
多
く
の
門
下
生
が

名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
中
で
も

特
に
小
宮
豊
隆
を
可
愛
が
っ
た
と
伝

え
ら
れ
、
現
在
も
夏
目
漱
石
を
研
究

す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏目漱石肖像（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

夏目漱石直筆  猫のイラスト
（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

小宮豊隆（1884～1966）
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ぞ
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ょ
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が
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き
ょ
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